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報告事項 

１）協議内容 

 （１）施設入所者の地域生活への移行に関する課題について   

・「施設入所支援長期利用者の地域移行を考える会議」（基幹主催）について 資料１ 

・地域移行に関するアンケート結果について                     資料２ 

（２）地域生活支援の充実に関する課題の整理・検討について（親亡き後）  資料３ 

２） グループワーク                                      別紙１参照 

３）報告内容 

・民生児童委員への出前講座の実施について                      別紙２参照 
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〔山本部会長挨拶〕 

・前回は２つの部会が統合されて、親亡き後の課題と地域移行の課題について、この部会でどの

ように取り組んでいくかの話をしたが、今回は２つのグループに分けて話し合っていきたいので

宜しくお願いしたい。 

〔障がい福祉課 城戸氏〕 

本日の会議の流れ：協議事項について全体で共有した後、２つのグループに分かれ、協議。その

後、各グループで話し合った内容を全体で共有し、最後に報告事項をお伝えして終了する。 

 

（１）「施設入所者の地域生活への移行に関する課題」について 

・「施設入所支援長期利用者の地域移行を考える会議」（基幹主催）について 

〔基幹相談支援センター坪田氏〕 

この会議は、令和 8 年 6 月 19 日に開催、市内の入所施設、地域生活支援部会、基幹相談支援 

センター、地区委託相談支援事業所、市障がい福祉課などの関係機関が参加し、施設入所者の

地域移行を進めるうえでの課題や今後の取組について意見交換を行った。 

1 つ目は、「本人の意思決定支援に関する課題」。地域での暮らしを具体的にイメージすることが 

難しく、本人の意向確認や意思形成に時間と工夫が必要であること、また、強度行動障害のあ 

る方などでは特に丁寧な支援が求められるという意見あり。 

2 つ目は、「家族の理解や不安」。家族が施設での生活継続を希望するケースも多く、地域生活

への不安をどのように軽減していくかが課題として挙げられた。また、親亡き後を見据えた支援

の必要性についても意見あり。 

3 つ目は、「地域資源や受入体制に関する課題」。グループホームの見学や体験利用は有効で

ある一方で、人員確保や受入体制の整備が必要であり、今後地域移行が進んだ際に支援体制

を維持できるかという不安も共有された。  

4つ目は、「情報提供や普及啓発」。本人や家族、支援者に対する地域サービスや地域移行事例

の情報が不足しており、地域生活を具体的にイメージできる機会が必要であるとの意見があっ

た。ピアサポーターの活用も有効ではないかという意見が出された。  

今後の取組として、グループホーム等の見学や体験利用の機会づくり、地域移行の実例紹介、

家族会等を活用した情報提供や意見交換、不安軽減のための支援策の検討などが提案され

た。 

※質疑応答なし  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

進行説明 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

協   議 

・地域移行に関するアンケート結果について 

〔基幹相談支援センター坪田氏〕 

アンケートの取りまとめとしては、 

・早い段階からの地域移行支援の必要性 

•地域移行に関する情報提供の充実 

•相談体制の充実 

•ピアサポーター等による地域生活のイメージづくり 

•意思決定支援の推進 

といった方向性が整理されている。  

今年度の部会では、このアンケート結果を一つの土台として、実際に現場ではどのような課題が

あるのか、また地域移行を進めるためにどのような取組が必要なのかについて検証していくこと

としている。 

※質疑応答なし 

 

（２）「地域生活支援の充実に関する課題の整理・検討について（親亡き後）」について 

〔基幹相談支援センター坪田氏〕 

前回部会の開催にあたり、部会員からの意見と、令和 6 年度に実施した事業所アンケートで挙

げられた意見をもとに、「親亡き後」に関する課題を整理し 6 つに分類。 

1 つ目は、「将来に向けた準備・意思決定支援」。親亡きあとを見据えた準備の必要性は感じて 

いても、保護者が元気なうちは具体的な行動につながりにくいことや、本人・保護者・支援者で 

将来像の認識に差があることなどが挙げられている。本人や保護者の意向を早い段階から確認 

し、将来に向けた話し合いができる仕組みが必要ではないかという意見があげられた。 

2つ目は、「住まい・地域生活への移行」。グループホームなどの住まいに関する情報不足や空き

状況への不安、地域生活を送りたい気持ちはあっても体験する機会が少ないことなどが挙げ

ら れている。また、「親が亡くなった後の住まいはどうするのか」「生活費はどうなるのか」とい

た不安の声あり。 

3 つ目は、「相談支援・情報提供」。成年後見制度や福祉サービスなどに関する情報が十分に伝

わっていないことや、どこに相談したらよいか分からないという課題が挙げられている。また、相

談があった際に迅速に対応できる体制が必要との意見あり。 

4 つ目は、「権利擁護・医療同意」。親が高齢化する中で、兄弟姉妹に任せるべきか、後見人を

選任するべきか悩んでいるケースや、医療同意、入院手続き、身元保証など、親亡きあとに誰が

担うのかという課題が挙げられている。 

5つ目は、「緊急時・災害時の支援体制。緊急時や災害時に誰が支援するのか、見守り体制や個

別避難計画などについて不安を抱えているご家族も多い。 

6 つ目が、「支援体制・人材確保」。相談支援専門員や地域支援を担う人材の不足、支援の質の

向上、アウトリーチや伴走型支援の充実などが課題として挙げられた。 

※質疑応答なし 

 

グループワーク 

〔障がい福祉課 城戸氏〕 

・今回のグループワークでは、部会として今後継続して協議していくべき課題やテーマを抽出し、

その方向性を整理することを目的とする。 

進め方について「取り組むべき課題の抽出」について部会として今後も継続して協議していくべ

きテーマや課題について、各グループで意見を出し合う。 

・今日の段階で何か結論を出したり、新たな取組を決めたりすることが目的ではなく、まずは現場

で感じていることや困りごと、こんな支援があればよいのではないかという意見を率直に出し、

その中から共通する課題や今後深めていきたいテーマを整理できればと考えている。 
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報告事項 

 

 

 

 

グループ① 地域移行メンバー 

〔堀委員〕 

・長期入所者について、本人が本当に施設での生活を望んでいるのかを確認する必要がある。

一方で、行動障害等により本人が意思を表出することが難しく、地域移行が現実的に難しいケ

ースもある。  

・グループホームや就労などの地域サービスは増えているが、本人の障害特性や状態に応じた受

け皿が十分に把握・確保できていないことが課題となっている。  

・地域移行にあたっては、いきなり移行するのではなく、外泊や短期利用などを通して段階的に進

める必要があり、体調変化などに対応できる支援体制も必要である。  

・支援者側についても、事業所によっては専門的な支援技術を学ぶ機会が少ないため、入所施

設等との交流や支援方法を学ぶ機会を設けることが重要との意見があった。  

・家族の高齢化に伴い「親亡き後」への不安が大きく、本人は家族と暮らすことを希望していて

も、家族の将来への不安から入所等を選択する場合がある。本人の意思と家族の思いをどのよ

うに調整するかも課題となった。  

・今後の協議では、施設入所者・在宅者、障害の状態、本人の意思表示の程度、年齢等を整理

し、対象者をある程度明確にする必要がある。  

・併せて、相談先の整理、関係機関の横断的な連携、地域資源に関する情報共有、支援体制の充

実を進める必要があるとの意見でまとめられた。 

グループ② 親亡き後メンバー 

〔宮本委員〕 

・「親亡き後」という言葉で課題が一括りになっているため、具体的な困りごとに分けて整理する

必要がある。 

・制度や支援策はあるものの、必要な人に届いていないことが課題。 

・相談者が必要な支援につながりやすくなるよう、ガイドラインや困りごと整理ツールの活用につ

いて意見があった。 

・生まれ育った地域で生活を続けるため、地域住民や支援者の理解を深める地域づくりも必要。 

・取り組みを進めるうえで、どこが主体となるのかを明確にする必要がある。 

・部会だけで進めるのではなく、福井市の計画など、政策的な取り組みにつなげることも必要。 

・困りごとを抱える人を適切に受け止め、支援につなげられる体制についても検討が必要。 

・課題を行政等に伝え、予算確保なども含め、具体的な改善につなげていく必要がある。 

[まとめ] 

今回で意見を一旦事務局へ持ち帰り、必要であればワーキングへつなぐ。 

 

・民生児童委員への出前講座の実施について 

〔事務局 平鍋〕 

山本部会長、白藤委員、八力委員、事務局にて、地域の理解促進目的とした出前講座を、6/18

湊公民館にて、西部民生児童委員対象に研修実施。内容としては事例を通して、どうかかわると

良いかを一緒に考えたり、病気や制度の質疑応答を行った。３回シリーズだったが、３回目の施設

見学手配については無しとなった。 

 

・福井地域における精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの構築推進委員会への委員の

推薦について 

〔山本部会長〕 

・県健康福祉センターより、「福井地域における精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの構

築推進委員会」の委員について地域生活支援部会に推薦依頼がきている。できれば事業所の

方で、どなたか立候補はいないか。→特になし 

※立候補がいないため、後ほど個別でこちらから委嘱することとした。 

以上 

次 回  

 


